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文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て
10
月
１
日
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
新
設

さ
れ
た
。
そ
の
一
環
で
、
従
来
は
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
学
校
安
全

課
が
担
当
し
て
い
た
防
災
教
育
が
初
等
中
等
教
育
局
健
康
教
育
・

食
育
課
の
担
当
と
な
り
、
担
当
課
名
は
「
学
校
安
全
」
か
ら
「
健

康
教
育
・
食
育
」
に
変
わ
っ
た
。
初
等
中
等
教
育
の
中
に
防
災
教

育
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
教
育
に
お
け
る
防
災
教

育
の
一
層
の
充
実
に
期
待
が
か
か
る
。

　

平
成
23
年
の
３
・
11
東
日
本
大

震
災
以
後
、
防
災
教
育
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
文
科
省
は
同

年
７
月
、
ハ
ー
ド
面
で
『
東
日
本

大
震
災
の
被
害
を
踏
ま
え
た
学
校

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
』、
ソ
フ

ト
面
で
は
同
９
月
『
東
日
本
大
震

災
を
受
け
た
防
災
教
育
・
防
災
管

理
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
中
間

と
り
ま
と
め
』
を
発
表
し
た
。

　

中
央
教
育
審
議
会
は
２
つ
の
報

告
を
受
け
翌
24
年
３
月
、『
学
校

安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
』
を
答
申
。
国
は
答

申
を
受
け
同
４
月
、
平
成
24
年
度

か
ら
28
年
度
の
概
ね
５
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
『
学
校
安
全
の
推

進
に
関
す
る
計
画
』を
閣
議
決
定
。

同
省
は
25
年
３
月
、『
学
校
防
災

の
た
め
の
参
考
資
料「
生
き
る
力
」

を
育
む
防
災
教
育
の
展
開
』
を
発

行
し
、
様
々
な
優
れ
た
防
災
教
育

へ
の
取
り
組
み
を
示
し
て
、
全
国

の
学
校
現
場
で
の
防
災
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
防
災
教
育
は
、
交
通

安
全
、
不
審
者
対
策
と
併
せ
３
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
学
校
安
全
教
育

の
１
つ
に
位
置
付
く
。
防
災
教
育

は
、
各
教
科
・
科
目
を
横
断
し
て

学
校
全
体
で
取
り
組
む
活
動
だ

が
、
特
に
社
会
科
は
、
風
水
害
や

地
震
・
津
波
災
害
を
学
習
内
容
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
避

難
訓
練
を
重
ね
て
、
い
か
に
早
く

逃
げ
る
か
を
習
慣
化
さ
せ
る
だ
け

が
防
災
教
育
で
は
な
い
。

人
間
の
関
係
」
を
学
ぶ
」
と
「
防

災
教
育
を
介
し
て
地
図
の
ス
キ
ル

を
磨
く
」
と
い
う
内
容
へ
と
発
展

的
に
学
ん
で
い
る
＝
図
。

　

自
然
災
害
に
関
連
す
る
基
礎
的

な
知
識（
自
然
堤
防
や
輪
中
な
ど
）

や
、
防
災
に
取
り
組
む
人
々
の
対

策
・
工
夫
と
そ
の
歴
史
（
治
水
対

策
な
ど
）
等
の
基
礎
的
な
知
識
も

学
習
し
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を

ハ
ー
ド
面
（
堤
防
、
砂
防
ダ
ム
な

ど
の
意
義
）
と
ソ
フ
ト
面
（
消
防

の
仕
組
み
、地
域
防
災
組
織
な
ど
）

の
両
方
が
必
要
と
学
ぶ
。

国
土
の
多
様
性
も

　

さ
ら
に「
費
用
対
効
果
」や「
自

然
と
の
共
生
」
と
い
っ
た
課
題
の

学
習
も
、
防
災
教
育
で
の
も
う
一

つ
の
重
要
な
視
点
だ
。
そ
し
て
、

「
命
を
守
る
」
た
め
の
様
々
な
防

災
対
策
が
、
多
様
な
自
然
的
性
格

を
持
つ
日
本
で
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
、
人
々
の
思
い
や
合
意
形

成
の
取
り
組
み
が
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
で
、

「
日
本
の
国
土
の
多
様
性
」
を
学

ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
防
災
教
育
で
は
、
災
害

発
生
前
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
る
災
害
発
生
の
抑
制
【
防

災
】
／
災
害
発
生
時
に
適
切
か
つ

迅
速
な
対
処
に
よ
る
被
害
の
最
小

化
【
減
災
・
復
旧
】
／
災
害
が
一

定
収
束
し
た
後
の
心
の
ケ
ア
や
再

等
の
学
校
と
し
て
の
対
応

を
事
前
に
計
画
）」
を
検

討
す
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視

す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
然
災
害
が

多
発
す
る
国
土
で
暮
ら
す

こ
と
は
、
災
害
リ
ス
ク
と

向
き
合
い
な
が
ら
生
活
す

る
こ
と
だ
。
社
会
生
活
の

み
な
ら
ず
、
個
人
の
心
も

　温泉でシンクロナイドスイミング？　一見奇
妙な組み合わせの演出は、おんせん県をアピー
ルする大分県の「PR 動画」です。ここはどこ
の国の島かと思える、日本離れした離島の海岸
線を最新のドローンを使った空撮で提供するの
は、実に鹿児島県の「PR 動画」です。高精細
な映像美、新しい撮像方法、そして地元ならで
はの素材の良さを知り尽くした「PR動画」は、
地方自治体による「情報発信」の新しい試みと
言えます。
　ついつい見入ってしまう作品は、解説のため
の言葉や文字を多用していないのですが、今は

世界中からのアクセスが可能な時代。視聴者を
日本人のみに絞る必要性もないので、作り手側
は言葉や文字に頼らぬ手法での映像創作を意識
していることと思います。「情報発信」の映像
ならではの「チカラ」と言えるでしょう。
　これまでもプロモーションビデオ（PV）と
して、その地域の観光名所を紹介する映像はあ
りました。「PR 動画」は、PV よりも特定のテ
ーマ・素材に特化して、時間も 2分前後と短
いものです。そのかわりに躍動感のある魅せる
映像を展開し、移り気の早い動画サイトの視聴
者の心をつなぎとめます。SNS やテレビなどメ
ディアミックスでの口コミを意識した作品とし
て仕上げ、情報の送り手と受け手の結びつき（エ
ンゲージメント）を重視した戦略です。いずれ
「道の駅」にも「PR動画」が展開していくので
はないかと、そんな予感をも感じさせます。

シリーズ「国土教育」 防災教育が初等中等教育の中に組み込まれ一層の充実に期待

地域の防災活動に参加・協力する態度を養う

含
め
た
復
興
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
が
、
日
本
の
国
土
を
踏
ま
え
た

今
後
の
防
災
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

・
三
橋
浩
志
）

７

小学校

中学校

高等学校

身近な地域等における【防災の 
取組（人々の工夫）】を学ぶ

日本全体及び各地方の【地域的特
色】を自然環境・防災から学ぶ

生活圏における【自然環境の 
特徴】と【防災の取組】を学ぶ

社会科（地理）教育における防災学習の内容 「防災」教材化の視点

「自然と人間の関係」を学
ぶ。自然のもつ「恵み」と
「災い」の存在に気付く。
（自然の両面性と自然との
共存）

地域により様々な災害が
存在し、防災対応も様々
（防災・災害の多様性から
地域の多様性を学ぶ）

自然が災害を引き起こす
ことを知り、学ぶ。そして、
人々の防災へ取組を学ぶ

国道愛好家
� 松波成行

学
校
安
全
教
育
の
一
つ
に

　

防
災
教
育
の
根
幹
は
「
災
害
か

ら
命
を
守
る
こ
と
」。
一
方
、
社

会
科
は
自
然
災
害
を
含
め
た
社
会

の
様
々
な
事
象
の
関
係
性
を
児
童

・
生
徒
が
理
解
し
、
社
会
に
参
画

可
能
と
な
る
公
民
的
資
質
を
育
む

こ
と
を
目
標
に
、
自
然
と
社
会
の

関
係
を
学
ぶ
こ
と
を
学
習
内
容
に

含
む
学
び
で
あ
る
。

社
会
科
で
学
ぶ
防
災

　

火
災
、
地
震
・
津
波
、
火
山
、

風
水
（
雪
）
害
、
落
雷
等
の
気
象

災
害
、
放
射
線
や
原
子
力
災
害
な

ど
様
々
な
災
害
に
対
し
、
社
会
が

対
応
す
る
避
難
所
、
避
難
経
路
、

災
害
情
報
の
活
用
、
災
害
へ
の
備

え
、
地
域
の
防
災
活
動
な
ど
を
社

会
科
で
学
ぶ
こ
と
で
、
児
童
・
生

徒
が
積
極
的
に
防
災
活
動
に
参
加

・
協
力
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

学習指導要領の記述からみた社会科における防災教育の位置づけ（筆者作成）

発
防
止
な
ど
【
復
興
】
と
い
う
時

間
軸
で
捉
え
た
学
習
も
重
要
だ
。

　

わ
が
国
で
は
「
被
害
を
前
提
と

し
た
復
興
プ
ラ
ン
（
児
童
・
生
徒

が
災
害
で
亡
く
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

小
・
中
・
高
校
各
段

階
の
学
習
指
導
要
領
に

記
さ
れ
た
社
会
科
に
お

け
る
防
災
教
育
の
内
容

は
、
小
学
校
の
「
災
害

や
防
災
を
知
る
」か
ら
、

中
学
校
で
は
「
防
災
か

ら
地
域
性
を
学
ぶ
」
と

な
り
、
高
等
学
校
で
は

「
防
災
か
ら
「
自
然
と

あらエッサ
原田茂駅長

　神話のふるさと島根の東の玄関口。

島根県安来市中海町 118-1
国道９号　TEL.0854-23-2510

新設の鮮魚店では山陰沖直送の朝どれ活魚、干物、
海産物が並びます。農産物等直売所には旬の地元
野菜や果物が品数豊富です。お食事処では安来産
どじょうや出雲そばが楽しめ、駅中屋台の安来牛
乳使用のソフトクリームは大人気です。

ラステンほらど
松田五士駅長

　美濃・東濃・飛騨路の旅人に休息と

岐阜県関市洞戸菅谷 545
国道 256 号　TEL.0581-58-2940

憩い提供をめざし、自然に囲まれたやすらぎを意
味するドイツ語から命名しました。建物も峠の茶
屋のイメージです。特産のキウイフルーツを発展
させたワイン、シャーベット、キウイせんべい、
世界に誇る「高賀の森水」がおススメです。

愛彩ランド
木下茂喜店長

　だんじり祭りで有名な岸和田市の山

大阪府岸和田市三ヶ山町 280-55
国道 170 号　TEL.072-444-8002

の手に位置し、4.4㌶の敷地に300坪を誇る農産
物直売所、岸和田市漁協が入る鮮魚館、地元野菜
をふんだんに使うビュッフェ、体験交流館があり
ます。連日たくさんのお客様で、休日には２輪車
ファンの集合にもご利用いただいています。




